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「人生の扉をひらく鍵」 

副校長 小杉 謙次 

『第 29 回小中学校連合作品展』『校内マラソン大会』では多くの保護者、地域の皆様にご参観をいただ

き、温かなお言葉を頂戴いたしました。誠にありがとうございます。 

先日、「医者の父が息子に綴る、人生の扉をひらく鍵」という本に出会いました。外科医で作家の中山祐次郎氏

のエッセイです。 

【超えなければならない壁にぶつかったらどうするか】 

著者は記憶力がとても弱くスピードも量も他の人の半分くらいしか覚えられないことに気付いたそうです。でも、

どうしても医者になりたかったので、考えた末に「人の倍の時間をかけて、何度も暗記するしかない」と実践し、どん

な時でも単語帳を持ち歩き、勉強し続けて、２浪でなんとか医学部に入ったそうです。なりたい自分と、今の自分の

「ギャップ」を埋める方法は、自分に何が足りないのか？どうやったら自分はうまくいくのか？自分の頭で考えて、作

戦を練り、時には信頼できる人に作戦を聞いてもらいながら、がむしゃらに努力をするだけと語っています。 

【青春時代は何かに『熱中』せよ】 

著者は中学から大学までサッカー部に所属し、どうすれば試合に勝てるのか考えたり、本を読んだり、上手な人

に話を聞きに行ったり、本当にサッカーのことばかり考えていたそうです。医者を目指しているのにサッカーに熱中

することは一見、無駄なことに思えます。しかし、無駄なことを熱中して頑張るということはとても大切なことのようで

す。それは、その頃の思い出が、これからの数十年という長い人生を支えるからだそうです。また、熱中する中で味わ

った挫折・失敗の経験は、自分の心を強くしてくれます。硬い木であればポキッと折れてしまいますが、しなやかな木

であれば曲がってバネとなって戻ってくることができるからです。何かに熱中して失敗した経験があればこそ、その

ようなしなやかさを得ることができるようです。 

【今やりたいこと、本当にやっているの？】 

やりたいことが見つからないという時は、自分自身に「もし、来年死んでしまうとしたら、今年何をしますか？」これ

が想像しにくかったら、「来年、もし、自由に出かけられなくなったら、どこに行きたいですか？」「目が見えづらくなる

としたら、どんな景色を見たいですか？」という感じで、かみ砕いて考えてみることで本当の見たいもの会いたい人

に気づくことができるそうです。自分の本音を知るということは、簡単なことではありません。しかし、著者は、今やり

たいことを本当にやるために厳しい自問自答をしてみてはいかがでしょうか、と問いかけています。 

人生の壁を乗り越えるには、自分を信じて実行にうつせるかが鍵のようです。「行えば、解が得られる。」私は「あ

あでもない、こうでもない」と考えが堂々巡りになることがよくあります。 

「熱中すること」今、子供たちは、何に熱中しているでしょうか。どんなことでも我を忘れて熱中することに無駄は

なく、その人の土台となるようです。保護者の皆さんは、子供の頃どんなことに熱中していましたか？そのときの苦労

や挫折をぜひ、語ってあげてください。 

最後に「今やりたいこと、本当にやっているの？」という問いに１２月９日に急逝した杉浦隆彦主幹教諭が偲ばれ

ます。令和 7 年４ 月１日より復帰。そして、１２月８日いつものように教壇に立ち、その日の避難訓練では全体指導

にあたっていました。病と闘いながら「今やりたいこと やらねばならぬこと」を体現してくれました。私の教員人生の

半分を同僚として共に歩んでくれた、かけがえのない友の冥福を心より祈ります。そして、大島の子供たちのために

尽力された杉浦隆彦先生の篤き思いを胸に今後も励んで参ります。 

参考書籍「医者の父が息子に綴る 人生の扉をひらく鍵」 著：中山 祐次郎（あさま社） 
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                                   担当   下村 莉奈 

                                                                            担当 小林 頼子 

令和８年１月１６日（金）から２０日（火）までの５日間、「第２９回 大島町立小中学校連合作品展」が、開発総合

センター2 階にて開催されました。保護者の皆様・地域の皆様、たくさんのご来場をいただき、誠にありがとうござい

ました。今年の展示作品は、図画工作科の平面作品と立体作品、家庭科の作品の全１４種類の作品をご覧いただ

きました。どの作品も子供たちの個性が豊かに表現されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度は５・６年生を中心にして、たてわり班で鑑賞をしました。自分の作品を紹介したり、班の友達の作品を紹

介してもらったりしました。子供たちは上から下から横から覗き込んで、様々な角度から作品を鑑賞していました。 

  

第２９回 大島町立小中学校連合作品展 

 

～お知らせ～ 第７５回東京都公立学校美術展覧会の開催について 

東京都の児童・生徒の作品が数多く展示され、本校児童の図工・書写作品も出展します。ご都合の付く方は、ぜひ

足をお運びください。 

会  場   東京都美術館（台東区上野公園内） 

会  期   令和８年２月１４日（土）から令和８年２月１９日（木）まで 

会場時間  午前９時３０分から午後５時３０分まで（入場時間は午後５時まで） 

※最終日の２月１９日（木）は正午（入場は午前１１時３０分）まで 

 

 

 
１年生「オリジナル パフェ」 

３年生「トーテムポール」 

２年生 「すてきな ぼうし」 

 
４年生「まぼろしの花」 

６年生「私の大切な風景」 

 

5,６年生  家庭科作品 

 

 
５年生「ほり進み版画」 



 

 

             

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度つばき小学校では「自ら学び、自分の考えを表現できる児童の育成」～学びを支える教師の役割～をテ

ーマに授業研究を重ねてきました。「個別最適な学び」「協働的な学び」を充実させることを通して、「主体的・対話

的で深い学び」の実現と資質・能力の育成につながるよう教師の授業改善に力を入れ始めてから３年が終わろう

としています。 

先日の学校公開でもご覧いただけたかと思いますが、どの教科、どの学級においても４５分間先生が話し続け、

子供たちは黒板に書かれた文字を一生懸命に書き写す授業展開はなかったのではないでしょうか。発達段階によ

って差はあれど、どの学級でも「学習者（子供たち）主体の活動を、教師が支えている様子」が保護者の方々に伝

わっていれば、幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 来年度も子供たち一人一人の得意や苦手に向き合いながら、それぞれにあった学習指導。友達など他者と話し合

いながら考えを広げ、深めていける学習方法を大切に指導してまいります。 

自立した学習者/学びを支える教師 

 

研究担当 渡辺 隆嗣 

校内マラソン大会！！ ～風になる～ 

担当 藤田 竜 

１月２６日（月）、校内マラソン大会を実施しました。子供たちは本番に向けて、中休みには大島一周マラソンに

励み、放課後には友達や家族とともに走るなど、それぞれが目標をもって練習を重ねてきました。自分の力を十分

に発揮しようと、日々真剣に取り組む姿が印象的でした。 

 当日は厳しい寒さでしたが、それをものともせず、最後まで懸命に走る子供たちの姿が見られました。誰一人手

を抜くことなく、自分自身と向き合いながら全力で走り切る姿に、担当として胸が熱くなりました。 

つばき小学校のマラソン大会では、１０００ｍ、２０００ｍ、３０００ｍと走行距離が設定されています。私は子供たち

がコースを走り、過去の自分のタイムと比べながら成長を実感できる点が、とても意義深いものだと感じています。

マラソン大会では順位に目が向きがちですが、タイムに注目することで、自身の伸びを確かめ、それが走ることへ

の自信へとつながっていくのだと思います。 

保護者の皆様におかれましても、マラソン大会を通して、子供たちの成長を感じていただけましたら幸いです。

最後まで全力で頑張った子供たちを、ぜひたくさん褒めてあげてください。その一言一言が、次への意欲へとつな

がっていくと信じています。 

 

 



 

 

日 曜 朝 
内容 

（ ）は学年 [ ]は何時間目 

授業時数（特別時程は丸数字） 

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 

２ 月 全校朝会 ALT 3年ベーシック㉒   5 5 6 6 6 6 

３ 火 ユニセフ集会 
1,2年生入学説明会のため 4 時間授業  

3 校合同授業(5)[9:30-11:10]さくら小 
4 4 6 6 6 6 

４ 水 ブックタイム ALT 委員会⑩   ⑤ ⑤ ⑤ ⑥ ⑥ ⑥ 

５ 木 安全指導 SC 出勤     5 6 6 6 6 6 

６ 金 学習 ALT  校外学習(三原)三原学級は給食なし   5 5 6 6 6 6 

7 土          

8 日  第 38週↓       

9 月 全校朝会 ALT ジオパーク学習発表会リハーサル(5) 3 年ベーシック㉓ 5 5 6 6 6 6 

10 火 読書 読み聞かせ(12)[朝] 小中連携合同研修会 4 4 5 4 5 5 

11 水  建国記念の日 10:00～ジオパーク学習発表会[5]       

12 木 算数タイム SC 出勤   5 6 6 6 6 6 

13 金 手紙 ALT 6年生への手紙[朝](1-5 年)  算数検定 14:30‐15:30 ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ 

14 土         

15 日  第 39週↓       

16 月 保健朝会 ALT 3年ベーシック㉔ ⑤ ⑤ ⑥ ⑥ ⑥ ⑥ 

17 火 読書 読み聞かせ(12)[朝] 5 5 6 6 6 6 

18 
水 算数タイム 

ALT クラブ⑩（クラブ発表）3年生 6 時間授業  

花寄せ植え体験(1,5)[34h] 
⑤ ⑤ ⑥ ⑥ ⑥ ⑥ 

19 木 学習 SC 出勤 5 6 6 6 6 6 

20 金 児童集会 ALT さくら小研究発表のため 4時間 4 4 4 4 4 4 

21 土          

22 日  天皇誕生日 第 40週↓       

23 月  振替休日       

24 火 音楽朝会   5 5 6 6 6 6 

25 水 算数タイム ALT  クラブ⑪(見学) ３年生６時間授業  ⑤ ⑤ ⑥ ⑥ ⑥ ⑥ 

26 木 生活朝会 SC 出勤   ⑤ ⑥ ⑥ ⑥ ⑥ ⑥ 

27 金 清掃 ALT  学級懇談会(三原 2h 高 13:00 低 13:55 中 14:50 ) ⑤ ⑤ ⑥ ⑥ ⑥ ⑥ 

28 土         

3/1 日  第 41週↓       

2 月 全校朝会 ALT 3年ベーシックタイム㉕ にじ面談① ⑤ ⑤ ⑥ ⑥ ⑥ ⑥ 

3 火 安全指導 たてわり清掃話し合い(3 月分) にじ面談② 5 5 6 6 6 6 

4 水 算数タイム ALT  委員会⑪ にじ面談③ ⑤ ⑤ ⑤ ⑥ ⑥ ⑥ 

5 木 ６送会 SC 出勤  6年生を送る会(全)[朝１] たてわり遊び 5 6 6 6 6 6 

6 金 振り返り ALT  避難訓練(振り返り) 大掃除     ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ 

「相手の気持ちを考えた言葉をつかおう」 
 

２月 生活目標 

２月行事予定 
下校時刻について       ４時間給食なし：１２：１５  ４時間給食あり：１３：０５ 

５時間：１４：２５ ６時間：１５：１５   特別時程 ５時間：１３：５５  ６時間：１４：４５    

 


